
(57)【要約】

【課題】安全性高めた、磁力構造を具有する電子式スイ

ッチブレーカの提供。

【解決手段】スイッチ１の可動軸２上の可動銅片４に設

けた可動銀接点９を静止銀接点５に対応して設け、永久

磁石から延長した軟鉄心に電磁石を設けた磁力構造７を

設けてなる。ブレーカーが作動して通常の導通状態にあ

るとき、スイッチを押し込むなどして永久磁石の磁力に

より可動鉄心ブロック６を吸着させて可動及び静止銀接

点を導通状態に維持する。

　ショートなどにより過大な電流が流れると、これを検

出するＣＰＵの制御信号や図示しない回路内で形成され

る磁力により、上記電磁石に通電して永久磁石と逆極性

の磁力を生じて永久磁石に磁力を打ち消し、ばね３９の

反発力により接点を分離して電流を遮断する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 磁 力 作 動 機 構 を 有 す る ブ レ ー カ で あ っ て 、
　 手 動 ボ タ ン 或 い は ス イ ッ チ レ バ ー 中 間 の 可 動 軸 上 の 可 動 銅 片 に 設 け た 可 動 銀 接 点 と 外 殻
内 左 右 固 定 銅 片 上 の 静 止 銀 接 点 と が 相 対 し て 設 け ら れ て お り 、 該 左 右 固 定 銅 片 の 間 に は 磁
力 構 造 が 設 け ら れ て お り 、 該 磁 力 構 造 中 央 に は 永 久 磁 石 が 設 け ら れ て お り 、 該 永 久 磁 石 両
側 は 二 つ の 鉄 心 板 で あ り 、 該 鉄 心 板 の う ち の 一 つ に は コ イ ル 架 が 設 け ら れ て お り 、 該 コ イ
ル 架 に は エ ナ メ ル 線 が 巻 回 さ れ て お り 、 該 エ ナ メ ル 線 は CPUと 接 続 し 、 も う 一 つ の 該 鉄 心
板 上 に は メ イ ン 回 路 導 線 が 巻 回 さ れ て お り 、 更 に 該 可 動 銅 片 下 方 に は 純 鉄 が 設 け ら れ て お
り 、 静 止 磁 石 が CTと 出 入 力 端 の メ イ ン 回 路 上 に て 直 列 し て お り 、 該 静 止 磁 石 上 方 は 可 動 磁
石 で あ り 、 シ ョ ー ト ロ ッ ク 構 造 の レ バ ー 一 端 が 該 可 動 磁 石 の 可 動 回 路 上 に 位 置 し 、 該 レ バ
ー の も う 一 端 は 嵌 合 部 と 連 結 さ れ て お り 、 該 嵌 合 部 の 一 端 に は バ ネ が 連 接 し て お り 、 も う
一 端 は 該 可 動 軸 と 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 磁 力 構 造 を 具 有 す る 電 子 式 ス イ ッ チ ブ レ
ー カ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 ブ レ ー カ に は 解 放 器 と 電 流 調 整 ブ ロ ッ ク を 含 み 、
　 該 CTシ グ ナ ル は 電 子 回 路 の 整 形 増 幅 、 サ ン プ リ ン グ 調 整 、 前 置 増 幅 、 動 力 増 幅 を 経 て 該
解 放 器 に 至 り 、 且 つ 該 CT及 び 電 子 回 路 板 は 一 つ の 外 殻 内 に 納 め ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 磁 力 構 造 を 具 有 す る 電 子 式 ス イ ッ チ ブ レ ー カ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 ブ レ ー カ に 電 話 機 が 組 み 合 わ さ れ る 際 は 、 音 声 シ ス テ ム と キ ー ボ ー ド 、 ソ フ ト プ ロ グ
ラ ム 等 に よ り 電 話 に よ る リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム を 構 成 し 、
　 該 音 声 シ ス テ ム と 電 話 に よ る リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 部 分 が 処 理 さ れ た シ グ ナ ル を 該 ブ レ
ー カ 中 の CPU回 路 板 に 伝 送 す る と 、 該 CPU回 路 板 が 該 ブ レ ー カ の コ イ ル に ま で ア ウ ト プ ッ ト
し 、 更 に 該 ブ レ ー カ の 入 力 端 が 住 宅 な ど の 一 般 の 電 器 と 接 続 さ れ て 、 出 力 端 が 電 器 に 接 続
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 磁 力 構 造 を 具 有 す る 電 子 式 ス イ ッ チ ブ レ ー カ
。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 磁 力 構 造 は 永 久 磁 石 と コ イ ル 架 、 並 び に 鉄 心 板 と コ イ ル と よ り 構 成 さ れ 、
　 該 磁 力 構 造 中 間 に 該 永 久 磁 石 が 位 置 し 、 該 永 久 磁 石 の 両 端 は 二 つ の 該 鉄 心 板 が 位 置 し 、
該 鉄 心 板 上 に は 該 コ イ ル 架 が 設 け ら れ 、 該 コ イ ル 架 に は エ ナ メ ル 線 が 巻 設 さ れ 、 且 つ 該 エ
ナ メ ル 線 は CPUと 連 結 さ れ 、 も う 一 つ の 鉄 心 板 上 に は メ イ ン 回 路 導 線 が 巻 設 さ れ 、 可 動 銅
片 下 方 に も 純 鉄 が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 磁 力 構 造 を 具 有 す る 電
子 式 ス イ ッ チ ブ レ ー カ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 磁 力 構 造 を 具 有 す る 電 子 式 ス イ ッ チ ブ レ ー カ に 係 り 、 特 に 磁 力 構 造 及 び 電 流 調
整 機 能 を 具 有 し 、 且 つ シ ョ ー ト 状 態 を ロ ッ ク で き る も の で あ り 、 且 つ 電 話 機 及 び 音 声 シ ス
テ ム と キ ー ボ ー ド 、 並 び に ソ フ ト プ ロ グ ラ ム な ど を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 電 話 に よ る
リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム と 合 わ せ て 使 用 で き る 電 子 式 ス イ ッ チ ブ レ ー カ に 関 わ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 公 知 の ブ レ ー カ は 、 主 に 機 械 構 造 を 採 用 し て お り 、 レ バ ー や 伝 動 構 造 、 感 熱 磁 力 解 放 構
造 な ど で 回 路 に 過 負 荷 や シ ョ ー ト 、 漏 電 な ど の 故 障 が 生 じ た 際 に 自 動 的 に 電 源 を 断 ち 、 電
器 の 使 用 に お け る 安 全 を 確 保 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ３ ５ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 し か し 上 述 の よ う な 設 計 で は 、 機 械 構 造 が ブ レ ー カ 内 を 占 め る ス ペ ー ス が 大 き く 、 ブ レ
ー カ の 体 積 が 相 対 し て 大 き く な り コ ス ト も 高 く つ く こ と 、 並 び に 機 械 構 造 本 体 に お け る 欠
点 と し て は 安 定 性 に 欠 け 故 障 し や す い こ と が 言 え る 。 こ う い っ た ブ レ ー カ が 故 障 す れ ば 使
用 者 が こ れ を 正 常 に 働 く よ う 再 度 設 定 し な け れ ば な ら ず 、 ま た リ モ コ ン 操 作 が で き な い 不
便 さ も あ る 。
　 ま た シ ョ ー ト が 生 じ て 故 障 し た 後 に も 、 ロ ッ ク 機 能 が な い こ と か ら ブ レ ー カ が 故 障 し て
も 電 流 が 投 入 さ れ 、 電 流 が 大 き く な る と 共 に ア ー ク が 大 き く な る た め 二 次 的 損 傷 が 生 じ て
使 用 者 は 危 険 に さ ら さ れ る こ と に な る 。
　 過 負 荷 電 流 に 対 す る 保 護 は バ イ メ タ ル 片 や 磁 性 油 管 に よ っ て 保 護 部 と し て い る が 、 該 バ
イ メ タ ル 片 は 合 金 材 質 に よ る も の で あ り 、 通 電 時 に は 熱 量 を 生 じ る た め エ ネ ル ギ ー の 消 耗
と 破 損 を 免 れ ら れ ず 、 ま た 自 然 の 環 境 下 で は 温 度 に 対 し て 敏 感 で あ り 、 温 度 差 が 大 き い と
き に 異 常 を 来 た し や す い と い っ た 問 題 も あ る 。 ま た 磁 性 油 管 は 、 そ の 精 確 さ と 過 負 荷 電 流
に お い て 調 整 が き か な い こ と 、 ま た 製 造 工 程 が 複 雑 且 つ 製 造 時 の 誤 差 が 大 き い な ど の 欠 点
も あ る 。
　 そ こ で 上 述 の 欠 点 に 鑑 み 、 使 用 上 の 安 全 を 強 化 す る と 同 時 に リ モ コ ン 操 作 を 実 現 し て 実
用 性 を 高 め る べ く 、 本 発 明 の 磁 力 構 造 を 具 有 す る 電 子 式 ス イ ッ チ ブ レ ー カ を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ブ レ ー カ の 構 造 に は ボ タ ン 式 ス イ ッ チ 或 い は ス イ ッ チ レ バ ー の 中 間 に 設 け た 可 動 軸 上 の
可 動 銅 片 と 動 銀 接 点 を 、 外 殻 内 の 対 応 す る 位 置 上 の 左 固 定 銅 及 び 右 固 定 銅 上 の 静 止 銀 接 点
と 相 対 さ せ て 設 け 、 該 左 固 定 銅 と 右 固 定 銅 の 間 に は 磁 力 構 造 を 設 け 、 該 磁 力 構 造 中 間 に は
永 久 磁 石 を 設 け 、 該 永 久 磁 石 の 両 側 は 二 つ の 鉄 心 板 を 設 け 、 一 方 の 該 鉄 心 板 上 に は コ イ ル
架 を 設 け 、 該 コ イ ル 架 に は エ ナ メ ル 線 を 巻 設 し 、 該 エ ナ メ ル 線 を CPUと 連 結 さ せ 、 も う 一
方 の 該 鉄 心 板 上 に は メ イ ン 回 路 導 線 を 巻 設 し 、 可 動 銅 片 下 方 に も 純 鉄 を 設 け 、 静 止 磁 石 と
CTを 出 入 力 端 の メ イ ン 回 路 上 に て 直 列 状 態 で 設 け 、 該 静 止 磁 石 上 方 は 可 動 磁 石 を 設 け 、 レ
バ ー の 一 端 を 可 動 磁 石 可 動 回 路 上 に 位 置 さ せ 、 該 レ バ ー の も う 一 端 を 嵌 合 部 と 連 結 さ せ 、
該 嵌 合 部 の 一 端 に は バ ネ を 連 結 さ せ 、 該 嵌 合 部 の も う 一 端 を 可 動 軸 と 接 触 さ せ 、 更 に 解 放
器 と 電 流 調 整 ブ ロ ッ ク を 設 け 、 該 CTシ グ ナ ル が 電 子 回 路 の 整 形 増 幅 、 サ ン プ リ ン グ 調 整 、
前 置 増 幅 、 動 力 増 幅 を 経 て 該 解 放 器 に ま で 至 ら し め 、 該 CTと 電 子 回 路 板 を 一 つ の 外 殻 内 に
納 め る と 共 に 、 更 に 電 話 機 や 音 声 シ ス テ ム と キ ー ボ ー ド 、 並 び に ソ フ ト プ ロ グ ラ ム な ど で
電 話 に よ る リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム を 構 成 し 、 該 音 声 シ ス テ ム と 電 話 に よ る リ モ コ
ン 部 分 で 処 理 さ れ た シ グ ナ ル を 該 ブ レ ー カ 中 の CPU回 路 に ま で 伝 送 し 、 該 CPU回 路 板 が 該 ブ
レ ー カ の コ イ ル に ま で ア ウ ト プ ッ ト し 、 ま た 該 ブ レ ー カ の 入 力 端 を 住 宅 な ど の 一 般 の 電 気
と 接 続 し 、 出 力 端 を 電 器 に 接 続 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 体 積 が 小 さ く 構 造 が 簡 単 、 且 つ 低 コ ス ト で メ ン テ ナ ン ス も 容 易 等 、 多
く の 利 点 を 提 供 す る と 同 時 に 、 電 話 機 を 合 わ せ て リ モ コ ン 操 作 機 能 を 兼 ね 備 え た 実 用 性 の
高 い ブ レ ー カ を 提 供 す る こ と に 成 功 し た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ， ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 は 外 殻 ３ を 具 有 し 、 該 外 殻 ３ 上 に は 手 動 ボ タ ン １ （ 又 は
ス イ ッ チ レ バ ー ） が 設 け ら れ て お り 、 該 手 動 ボ タ ン １ 中 間 は 可 動 軸 ２ で あ り 、 該 可 動 軸 ２
上 に は 回 復 バ ネ ３ ９ が 設 け ら れ て お り 、 該 可 動 軸 ２ 下 端 は 該 外 殻 ３ 内 に 位 置 し て 可 動 銅 片
４ と 結 合 し て お り 、 該 可 動 銅 片 ４ 下 側 面 の 中 段 個 所 に は 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ が 連 接 し て い
る 。 該 外 殻 ３ 内 に は 該 可 動 銅 片 ４ の 下 側 面 両 端 に 設 け た 可 動 銀 接 点 ９ に 対 応 す る 静 止 銀 接
点 ５ が 設 け ら れ て お り 、 該 静 止 銀 接 点 ５ は そ れ ぞ れ 軟 銅 線 ８ に よ っ て 商 用 電 源 と 接 続 さ れ
る 。 ま た 該 外 殻 ３ 内 の 中 間 位 置 に は 磁 力 構 造 ７ が 設 け ら れ て お り 、 該 磁 力 構 造 ７ と は 鉄 心
版 ７ １ と コ イ ル 架 ７ ２ 及 び 永 久 磁 石 ７ ３ と コ イ ル ７ ４ と よ り 構 成 さ れ 、 該 二 つ の 鉄 心 板 ７
１ は 純 鉄 と す る 。 該 二 つ の 鉄 心 板 ７ １ の 間 は 永 久 磁 石 ７ ３ が 設 け ら れ 、 二 つ あ る う ち 任 意
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の 鉄 心 板 ７ １ 上 段 に は コ イ ル 架 ７ ２ が 設 け ら れ て 該 鉄 心 板 ７ １ に 巻 設 さ れ て お り 、 該 コ イ
ル 架 ７ ２ 上 に は エ ナ メ ル 線 ７ ４ が 巻 回 さ れ て お り 、 該 コ イ ル ７ ４ 回 路 の 開 閉 は CPU回 路 板
１ ０ の コ ン ト ロ ー ル を 受 け る も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 該 コ イ ル ７ ４ が 通 電 す る 前 は 該 永 久 磁 石 ７ ３ が 該 可 動 銅 片 ４ 上 の 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ を
引 き 付 け ら れ な い 状 態 で あ り 、 該 可 動 軸 ２ は 動 か ず 、 該 手 動 ボ タ ン １ は 下 降 位 置 に な い た
め 該 可 動 銅 片 ４ 上 の 可 動 銀 接 点 ９ と こ れ に 対 応 す る 静 止 銀 接 点 ５ と が 接 触 せ ず 非 通 電 状 態
で あ る こ と か ら ブ レ ー カ は 未 だ 作 動 せ ず 、 通 電 状 態 に な い 。 該 コ イ ル ７ ４ の 回 路 が CPUの
指 令 を 受 け て 閉 と さ れ 、 正 の 極 性 で 導 通 す る と 、 該 鉄 心 板 ７ １ が 磁 力 を 生 じ て 該 可 動 銅 片
４ 上 の 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ を 吸 引 し 、 該 可 動 軸 ２ が 該 手 動 ボ タ ン 1上 の バ ネ に 抗 し て 下 降
し 、 該 可 動 銀 接 点 ９ と 該 静 止 銀 接 点 ５ と が 接 触 し 、 商 用 電 源 か ら 通 電 さ れ て ブ レ ー カ が 作
動 す る 通 電 状 態 と な る 。
　 該 ブ レ ー カ が 作 動 状 態 に 入 っ た 後 、 CPUか ら の 指 令 で 該 コ イ ル ７ ４ の 回 路 が 開 と な っ て
該 コ イ ル ７ ４ が 非 通 電 状 態 と な り 、 該 鉄 心 版 ７ １ が 磁 力 を 失 っ て 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ を
吸 引 で き な く な る が 、 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ が 下 降 位 置 で 該 永 久 磁 石 ７ ３ に 接 近 に し て い
る た め 、 該 永 久 磁 石 ７ ３ の 磁 力 に よ り 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ が 吸 引 さ れ て 該 静 止 銀 接 点 ５
は 通 電 状 態 に あ り 、 ブ レ ー カ は 引 き 続 き 作 動 状 態 が 保 た れ る 。
　 過 負 荷 や シ ョ ー ト 、 或 い は 漏 電 、 損 傷 な ど の 故 障 が 検 知 さ れ る と CPUよ り 指 令 が 発 せ ら
れ 、 該 コ イ ル ７ ４ 回 路 が 通 電 状 態 と な る が 、 こ の 場 合 は 元 の 極 性 と は 逆 極 性 で 通 電 さ れ る
た め 、 該 鉄 心 板 ７ １ は 上 記 と は 逆 の 磁 性 を 生 じ 、 該 永 久 磁 石 ７ ３ の 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６
に 対 す る 磁 力 が 打 ち 消 さ れ て 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ が 引 き 付 け ら れ ず 、 回 復 バ ネ の 反 発 力
の 作 用 で 、 該 可 動 軸 ２ 上 の 該 可 動 銅 片 ４ と そ の 上 の 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ が 上 向 き に 反 撥 さ れ 、
該 可 動 銀 接 点 ９ と 該 静 止 銀 接 点 ５ が 離 れ 、 電 流 が 遮 断 さ れ た 状 態 と な り 、 ブ レ ー カ が 非 作
動 状 態 と な る 。 修 理 等 に よ り 正 常 な 状 態 に 戻 る と 、 ブ レ ー カ が 引 き 続 き 作 動 状 態 に 入 っ て
上 述 の 動 作 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ３ ， ４ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 構 造 で は 、 該 ブ レ ー カ が 落 ち た 状 態 で は 該 可 動 銅 片 ４
は 上 方 に 位 置 し 、 両 端 の 該 可 動 銀 接 点 ９ と 静 止 銀 接 点 ５ と は 離 れ た 状 態 に あ り 、 よ っ て 入
力 端 ２ ４ は 銅 導 線 ２ ２ と 静 止 銀 接 点 ５ と 可 動 銀 接 点 ９ と メ イ ン 回 路 導 線 １ ６ を 経 て 出 力 端
２ ３ に 至 る 回 路 が 断 た れ た 状 態 と な っ て ブ レ ー カ が 非 作 動 状 態 と な る 。
　 該 ブ レ ー カ が 正 常 に 働 い て い る と き は 、 該 ロ ッ ク バ ー １ ７ は 下 降 し た 位 置 に あ り 、 該 ロ
ッ ク バ ー １ ７ 上 の 欠 け 口 ２ ０ が 嵌 合 部 １ ２ の 位 置 に 至 り 、 該 嵌 合 部 １ ２ は バ ネ １ ３ の 作 用
に よ っ て 該 欠 け 口 ２ ０ に 嵌 入 し 、 該 嵌 合 部 １ ２ と レ バ ー １ １ の 一 端 が 係 合 す る 。 該 レ バ ー
１ １ に は 回 転 軸 点 （ ブ レ ー カ 上 ） が あ り 、 よ っ て 該 レ バ ー １ １ の 他 端 が 計 回 り に 回 転 し て
、 可 動 磁 石 １ ４ を 図 ３ の 破 線 の 位 置 に 押 し 上 げ 、 該 可 動 磁 石 １ ４ と 静 止 磁 石 １ ５ と が 離 れ
て い る 。
　 こ の 状 態 で 該 ス イ ッ チ 本 体 １ ９ は ば ね の 反 発 力 に 抗 し て 下 降 位 置 に あ っ て 該 可 動 銅 片 ４
は そ の 両 端 の 該 可 動 銀 接 点 ９ と 下 面 の 静 止 銀 接 点 ５ と を 接 触 さ せ る こ と で 、 該 入 力 端 ２ ４
と 銅 導 線 ２ ２ と 静 止 銀 接 点 ５ と 可 動 銀 接 点 ９ と メ イ ン 開 度 導 線 １ ６ が 該 出 力 端 ２ ３ の メ イ
ン 回 路 を 通 電 さ せ て ブ レ ー カ を 作 動 状 態 に 至 ら せ て い る 。
　 こ の と き 、 該 磁 力 構 造 ７ 中 の 永 久 磁 石 が 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ を 吸 引 し 、 該 静 止 銀 接 点
を 通 電 状 態 に し 、 該 銅 導 線 ２ ２ は 該 鉄 心 板 上 の ブ レ ー カ が 正 常 に 働 い て い る と き に 一 定 の
磁 力 を 生 じ る が 、 設 定 さ れ た 銅 導 線 ２ ２ の 数 値 を ク リ ア す る 範 囲 内 で あ る た め 、 こ の よ う
に 正 常 に 働 い て い る 際 の 電 流 に よ る 磁 力 の 作 用 は 考 慮 に 入 れ な く と も よ い 。 該 メ イ ン 回 路
導 線 １ ６ で 生 じ る 磁 力 も 該 可 動 磁 石 １ ４ に 対 し て 作 用 し な い 。
　 該 メ イ ン 回 路 中 で シ ョ ー ト が 生 じ る と 、 全 体 の 回 路 に 極 め て 大 き な 電 流 が 流 れ 、 該 銅 導
線 ２ ２ と 該 鉄 心 板 が 該 永 久 磁 石 ７ ３ と 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ と の 間 で 巨 大 な 磁 力 を 生 じ 、
シ ョ ー ト に よ る 逆 極 性 の 磁 力 が 該 永 久 磁 石 ７ ３ が 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ を 吸 引 す る 磁 力 を
打 ち 消 し 、 該 ス イ ッ チ 本 体 １ ９ が 回 復 バ ネ の 作 用 で 上 向 き に 押 し 上 げ ら れ 、 該 静 止 銀 接 点
が 離 れ て メ イ ン 回 路 が 断 た れ た 状 態 と な り ブ レ ー カ が 作 動 し な い 状 態 と な る 。
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　 シ ョ ー ト の 際 に は 同 時 に 該 メ イ ン 回 路 導 線 １ ６ が 大 き な 磁 力 を 生 じ 、 該 可 動 磁 石 １ ４ と
静 止 磁 石 １ ５ と が 吸 引 し あ っ て 該 レ バ ー １ １ を 反 時 計 回 り に 回 転 さ せ 、 該 レ バ ー １ １ の も
う 一 端 に 連 接 す る 嵌 合 部 １ ２ が 該 ロ ッ ク バ ー １ ７ を 該 欠 け 口 ２ ０ か ら 離 れ 、 該 ロ ッ ク バ ー
１ ７ が 該 引 張 バ ネ １ ８ の 作 用 に よ り 上 向 き に 跳 ね 上 が る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ５ ， ６ に 示 す よ う に 、 CTは 電 流 感 知 部 ２ ５ と な り 、 感 知 さ れ た シ グ ナ ル を 電 子 回 路 ２
６ に 入 力 し 、 前 置 増 幅 、 整 形 増 幅 、 動 力 増 幅 、 並 び に サ ン プ リ ン グ 調 整 を 経 て 更 に 解 放 器
２ ７ に ま で ア ウ ト プ ッ ト し 、 該 電 流 感 知 部 ２ ５ が ア ウ ト プ ッ ト す る 整 流 濾 波 が そ れ ぞ れ 上
述 の 該 電 子 回 路 ２ ６ の 各 部 分 に 至 る 。
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 該 電 子 回 路 ２ ６ の 回 路 板 と 電 流 感 知 部 ２ ５ と は 一 つ の 外 殻 内 に 納 め
ら れ て お り 、 電 流 調 整 ブ ロ ッ ク ２ ８ に よ っ て 感 知 さ れ た 過 負 荷 電 流 数 値 を 調 整 す る 。
　 正 常 に 働 い て い る と き は 電 流 は 過 負 荷 と な る こ と な く 、 電 流 が 過 負 荷 と な っ た と き は 該
電 流 感 知 部 ２ ５ は メ イ ン 回 路 線 穿 孔 ２ ９ の 電 線 中 か ら 過 負 荷 電 流 を 感 知 し 、 シ グ ナ ル が 該
電 子 回 路 ２ ６ に 送 ら れ て 前 置 増 幅 、 整 形 増 幅 、 動 力 増 幅 、 並 び に サ ン プ リ ン グ 調 整 を 経 て
更 に 解 放 器 ２ ７ に ま で ア ウ ト プ ッ ト さ れ 、 該 解 放 器 ２ ７ は 遮 断 回 路 中 の 電 流 を 解 放 し て 電
器 を 破 損 す る に 至 ら せ な い よ う 保 護 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 実 施 例 と し て は 図 ３ ， ８ ， ９ ， １ ０ に 示 す よ う に 、 ブ レ ー カ ３ ４ と 電 話 機 ３ ０ の 入
力 線 ３ １ 及 び 音 声 シ ス テ ム と キ ー ボ ー ド ３ ７ 及 び 電 話 コ ン ト ロ ー ル モ ジ ュ ー ル ３ ３ 及 び デ
ィ ス プ レ イ モ ニ タ ３ ８ な ど よ り 構 成 さ れ る 電 話 を 利 用 し た リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム
を 設 け 、 該 シ ス テ ム に よ っ て 電 器 ３ ６ を コ ン ト ロ ー ル す る も の で あ る が 、 該 電 話 機 ３ ０ の
電 話 入 力 線 ３ １ を 電 話 コ ン ト ロ ー ル モ ジ ュ ー ル ３ ３ 及 び 音 声 シ ス テ ム と キ ー ボ ー ド ３ ７ 及
び デ ィ ス プ レ イ モ ニ タ ３ ８ に 接 続 し 、 ア ウ ト プ ッ ト は 該 ブ レ ー カ ３ ４ 中 の CPU回 路 板 １ ０
と 接 続 し 、 該 CPU回 路 板 １ ０ が エ ナ メ ル 線 ７ ４ を 制 御 し 、 該 磁 力 構 造 ブ レ ー カ の イ ン プ ッ
ト は 一 般 の 住 宅 な ど に お け る 電 器 ３ ５ と 接 続 し 、 ア ウ ト プ ッ ト を 電 器 ３ ６ と 接 続 す る （ 末
端 は 図 中 の 破 線 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 電 話 が か か っ て く る と 、 図 ８ に 示 す よ う に 該 電 器 ３ ６ を リ モ コ ン 操 作 し よ う と す る 場 合
で は 、 先 ず パ ス ワ ー ド を 入 力 し 、 順 を 追 っ て プ ロ グ ラ ム を 処 理 し て ゆ く が 、 電 器 を オ ン に
し よ う と す る 場 合 、 音 声 シ ス テ ム と 電 話 コ ン ト ロ ー ル モ ジ ュ ー ル ３ ３ が シ グ ナ ル を ブ レ ー
カ ３ ４ 中 の CPU回 路 板 １ ０ に ま で ア ウ ト プ ッ ト す る 。 該 CPU回 路 板 １ ０ は 該 エ ナ メ ル 線 ７ ４
を 通 電 状 態 に し 、 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ を 吸 引 し 、 両 端 の 可 動 銀 接 点 ９ と 下 面 の 静 止 銀 接
点 ５ と を 相 互 に 接 触 さ せ 、 該 入 力 端 ２ ４ と 純 鉄 ２ ２ 及 び 静 止 銀 接 点 ２ ５ と 銅 銀 接 点 ９ 並 び
に メ イ ン 回 路 導 線 １ ６ を 該 出 力 端 ２ ３ の メ イ ン 回 路 に ま で 通 電 さ せ 、 該 ブ レ ー カ が コ ン ト
ロ ー ル す る 電 器 を オ ン の 状 態 に し 、 該 ブ レ ー カ が 通 電 状 態 に な る と 該 ブ レ ー カ 中 の CPU回
路 板 １ ０ が 再 び 指 令 を 発 し 、 該 エ ナ メ ル 線 ７ ４ の 回 路 を 断 ち 、 該 エ ナ メ ル 線 ７ ４ が 非 通 電
状 態 と な る 。 従 っ て 該 鉄 心 ブ ロ ッ ク ７ １ が 磁 性 を 失 い 、 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ を 吸 引 で き
な い 状 態 と な り 、 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ が 下 が っ て 該 永 久 磁 石 ７ ３ と 接 近 し 、 該 永 久 磁 石
７ ３ が 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ を 吸 引 す る 。 ま た 電 器 を オ フ に し よ う と す る 際 に は 、 同 様 に
し て ソ フ ト プ ロ グ ラ ム の 処 理 を 行 い 、 該 音 声 シ ス テ ム と 電 話 コ ン ト ロ ー ル モ ジ ュ ー ル ３ ３
で シ グ ナ ル を 該 ブ レ ー カ ３ ４ 中 の CPU回 路 板 １ ０ に ま で ア ウ ト プ ッ ト し 、 該 CPU回 路 板 １ ０
が 該 コ イ ル ７ ４ 回 路 を 通 電 状 態 に す る が 、 元 は 正 方 向 で あ っ た の と は 逆 向 き の 負 方 向 の 電
源 が 入 っ て く る た め 、 該 鉄 心 板 ７ １ は 元 と 逆 の 磁 性 が 生 じ 、 該 永 久 磁 石 ７ ３ の 該 可 動 鉄 心
ブ ロ ッ ク ６ に 対 す る 磁 力 が 打 ち 消 さ れ 、 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ が 吸 引 さ れ ず 、 回 復 バ ネ の
弾 力 に よ っ て 該 可 動 軸 ２ が 該 可 動 銅 片 ４ 及 び そ の お 植 え の 該 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク ６ を 上 向 き
に 跳 ね 上 げ 、 該 可 動 銀 接 点 ９ と 該 静 止 銀 接 点 ５ が 離 れ 、 該 ブ レ ー カ が 作 動 し な い 状 態 に 入
り 電 器 が オ フ の 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 具 体 的 に は 空 調 設 備 や ボ イ ラ ー 、 盗 難 防 止 機 能 を 具 有 す る ド ア 、 或 い は ペ ッ ト に 自 動 的
に 餌 を 与 え る 装 置 等 、 更 に 多 く の 電 器 ３ ６ を コ ン ト ロ ー ル し よ う と す る 場 合 等 、 そ れ ら に
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相 対 す る ブ レ ー カ ３ ４ を 増 設 す る だ け で よ い 。
　 ま た 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 コ ン ト ロ ー ル 装 置 ３ ２ を 形 成 す る 場 合 は 、 入 力 端 を 住 宅 の 電
源 と 直 接 接 続 し 、 出 力 端 を 該 電 源 ３ ６ に 接 続 し 、 更 に 該 電 話 入 力 線 ３ １ を 電 話 回 路 に 挿 設
す る こ と で コ ン ト ロ ー ル す る 目 的 を 達 成 さ せ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 磁 力 構 造 を 設 け た 電 子 式 ス イ ッ チ ブ レ ー カ の 磁 力 構 造 原 理 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 該 ブ レ ー カ に お け る 磁 力 構 造 の 具 体 的 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 該 ブ レ ー カ に お け る 構 造 原 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 該 ブ レ ー カ の 磁 力 構 造 及 び 純 鉄 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 該 ブ レ ー カ を 電 流 コ ン ト ロ ー ラ で 実 施 す る 際 に お け る 回 路 ブ ロ ッ ク チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ６ 】 該 ブ レ ー カ を 電 流 コ ン ト ロ ー ラ で 実 施 す る 際 に お け る 作 動 状 態 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 該 ブ レ ー カ を 電 流 コ ン ト ロ ー ラ で 実 施 す る 際 に お け る 構 造 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 該 ブ レ ー カ を 電 話 に よ る リ モ コ ン シ ス テ ム で 実 施 す る 際 に お け る 構 造 説 明 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 該 ブ レ ー カ を 電 話 に よ る リ モ コ ン シ ス テ ム で 実 施 す る 際 に お け る コ ン ト ロ ー ル の
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 該 ブ レ ー カ を 電 話 に よ る リ モ コ ン シ ス テ ム で 実 施 す る 際 に お け る 受 話 器 の 外 観
説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
１ 　 ボ タ ン
１ ０ 　 CPU回 路 板
１ １ 　 レ バ ー
１ ２ 　 嵌 合 部
１ ３ 　 バ ネ
１ ４ 　 可 動 磁 石
１ ５ 　 静 止 磁 石
１ ６ 　 メ イ ン 回 路 導 線
１ ７ 　 ロ ッ ク バ ー
１ ８ 　 引 張 バ ネ
１ ９ 　 ス イ ッ チ 本 体
２ 　 可 動 軸
２ ０ 　 欠 け 口
２ １ 　 グ リ ッ プ
２ ２ 　 銅 導 線
２ ３ 　 出 力 端
２ ４ 　 入 力 端
２ ５ 　 電 流 感 知 部
２ ６ 　 電 子 回 路
２ ７ 　 解 放 器
２ ８ 　 電 流 調 整 ブ ロ ッ ク
２ ９ 　 線 穿 孔
３ 　 外 殻
３ ０ 　 電 話 機
３ １ 　 電 話 入 力 線
３ ２ 　 コ ン ト ロ ー ラ
３ ３ 　 電 話 コ ン ト ロ ー ル モ ジ ュ ー ル
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３ ４ 　 ブ レ ー カ
３ ５ 　 一 般 の 住 宅 用 電 気
３ ６ 　 電 器
３ ７ 　 音 声 シ ス テ ム と キ ー ボ ー ド
３ ８ 　 デ ィ ス プ レ イ モ ニ タ
３ ９ 　 回 復 ば ね
４ 　 可 動 銅 片
５ 　 静 止 銀 接 点
６ 　 可 動 鉄 心 ブ ロ ッ ク
７ 　 磁 力 構 造
７ １ 　 鉄 心 板
７ ２ 　 コ イ ル 架
７ ３ 　 永 久 磁 石
７ ４ 　 エ ナ メ ル 線 （ 磁 性 コ イ ル ）
８ 　 軟 銅 線
９ 　 可 動 銀 接 点
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 10日 (2004.12.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 磁 力 作 動 機 構 を 有 す る ブ レ ー カ で あ っ て 、
　 手 動 ボ タ ン 或 い は ス イ ッ チ レ バ ー 中 間 の 可 動 軸 上 の 可 動 銅 片 に 設 け た 可 動 銀 接 点 と 外 殻
内 左 右 固 定 銅 片 上 の 静 止 銀 接 点 と が 相 対 し て 設 け ら れ て お り 、 該 左 右 固 定 銅 片 の 間 に は 磁
力 構 造 が 設 け ら れ て お り 、 該 磁 力 構 造 中 央 に は 永 久 磁 石 が 設 け ら れ て お り 、 該 永 久 磁 石 両
側 は 二 つ の 鉄 心 板 で あ り 、 該 鉄 心 板 の う ち の 一 つ に は コ イ ル 架 が 設 け ら れ て お り 、 該 コ イ
ル 架 に は エ ナ メ ル 線 が 巻 回 さ れ て お り 、 該 エ ナ メ ル 線 は CPUと 接 続 し 、 も う 一 つ の 該 鉄 心
板 上 に は メ イ ン 回 路 導 線 が 巻 回 さ れ て お り 、 更 に 該 可 動 銅 片 下 方 に は 純 鉄 が 設 け ら れ て お
り 、 静 止 磁 石 が CTと 出 入 力 端 の メ イ ン 回 路 上 に て 直 列 し て お り 、 該 静 止 磁 石 上 方 は 可 動 磁
石 で あ り 、 シ ョ ー ト ロ ッ ク 構 造 の レ バ ー 一 端 が 該 可 動 磁 石 の 可 動 回 路 上 に 位 置 し 、 該 レ バ
ー の も う 一 端 は 嵌 合 部 と 連 結 さ れ て お り 、 該 嵌 合 部 の 一 端 に は バ ネ が 連 接 し て お り 、 も う
一 端 は 該 可 動 軸 と 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 磁 力 構 造 を 具 有 す る 電 子 式 ス イ ッ チ ブ レ
ー カ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 磁 力 構 造 は 永 久 磁 石 と コ イ ル 架 、 並 び に 鉄 心 板 と コ イ ル と よ り 構 成 さ れ 、
　 該 磁 力 構 造 中 間 に 該 永 久 磁 石 が 位 置 し 、 該 永 久 磁 石 の 両 端 は 二 つ の 該 鉄 心 板 が 位 置 し 、
該 鉄 心 板 上 に は 該 コ イ ル 架 が 設 け ら れ 、 該 コ イ ル 架 に は エ ナ メ ル 線 が 巻 設 さ れ 、 且 つ 該 エ
ナ メ ル 線 は CPUと 連 結 さ れ 、 も う 一 つ の 鉄 心 板 上 に は メ イ ン 回 路 導 線 が 巻 設 さ れ 、 可 動 銅
片 下 方 に も 純 鉄 が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 磁 力 構 造 を 具 有 す る 電
子 式 ス イ ッ チ ブ レ ー カ 。
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